
第３回
佐伯市廃棄物減量等推進審議会

令和４年７⽉７⽇(⽊)
10:00〜12:00

〜未来につなぐ
ごみ処理を考えよう〜
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本⽇の予定
１ 開 会 10:00～

２ 会長・副会長選出

３ 議 事

(1)収集体制とごみ処理手数料の見直し案について 10:10～11:40
・現在までの取組と見直し案について 〔約20分〕

・グループ討論 〔約30分〕

・発表準備 〔約10分〕

～休憩

・全体討議（発表・まとめ） 〔約30分〕

(2) 今後の予定 11:40～

(3) その他 11:45～

４ 閉 会 11:50
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① Ｒ３．１１．１１ 第１回審議会 ・・・ 現状と課題について共通認識を持つ

③ Ｒ４．３．23 第２回審議会 ・・・ 収集体制とごみ処理手数料の見直しについてグループ討論

①ごみ処理の現状、②課題と解決手法 → 共通認識

【グループ討論での主な意見】

１班 住民グループ ・ 粗大ごみ収集は統一に向け手法を検討すべき。民間活力の利用も検討すべき。

・ 手数料の値上は理解できるが、値上げ幅について要検討。

２班 環境・事業グループ ・ 粗大収集は見直すべき。民間活力は必要なので選択肢を増やした方が良い。

・ 手数料の値上はやむを得ないが段階的に上げてもらいたい。

３班 処理業グループ ・ 粗大定期収集を廃止し、有料収集を値上げし、民間ではなく市直営か委託で対応すべき。

・ 手数料は安すぎる。

② Ｒ４．１．２８ 教育民生常任委員会 ・・・ 市議会へ報告（所管事務調査）
ごみ処理基本計画の改訂作業とエコセンター番匠長寿命化計画について

⑤ Ｒ４．6.21 教育民生常任委員会 ・・・ 市議会へ報告（所管事務調査）

第２次佐伯市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定作業の経過報告とエコセンター番匠の長寿命化計画について

④ Ｒ４．４月 市民アンケート ・・・市民の家庭ごみの排出方法や市の施策に関する意見を調査

４／１～２８まで実施 回答数８０５件 ７／１～調査結果を公表

現在までの取組について
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現在の佐伯市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の計画期間は、平成21(2009)年度から令和５(2023)年度
までの１５年間となっているため、現在、第２次計画の策定作業を進めています。

策定作業を進める中で、まず現状と課題を整理し、次に課題解決に向けた検討項目として「収集体制とごみ処
理手数料の見直し」を行うこととしました。

現在までの取組について…①第１回審議会〔R3.11.11〕

【現状と課題】

・ 粗大ごみの収集体制を市全域で統一していない
・ 多量ごみ収集が様々なニーズに対応していない
・ 一人当たりのごみ排出量が増加傾向である
・ 粗大ごみの排出量が増加傾向である
・ 処理施設の老朽化対策が必要だが、費用が高額

【検討項目】

１ 収集体制の見直し
粗大ごみ定期収集と多量ごみ収集の方向性
を決定

２ ごみ処理手数料の見直し
排出量に応じた費用負担の考え方を整理
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「収集体制とごみ処理手数料の見直し」について、グループごとに意見を出しました。

現在までの取組について…③第２回審議会〔Ｒ４．３．23 〕
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８０５件の回答 サービスとコスト負担のバランスに留意しつつ、排出量に応じた費用負担が望ましい。

現在までの取組について…④市民アンケート

主な質問内容 第１位回答 第２位回答 第３位回答

2-1燃えるごみで使う袋 ４５Ｌ(黄色)袋 （91%） 20Ｌ(白色)袋 （4%） 両方とも （4%）

3-5多量ごみ収集の値上
げについて

利用しない。自分で運ぶ。
(328件、41%)

軽トラ3,000円程度
(317件、39%)

利便性が上がれば高額でもよ
い(102件、13%)

4-1住民負担の考え方は、
どちらが近いか

多く出す人が負担すべき
(515件、64%)

量に関係なく税金で負担すべき
(271件、34%)

未回答(19件、2%)

4-2指定ごみ袋の料金負
担はどう思うか

現状のままで良い
(492件、61%)

負担率を上げるべき
(256件、32%)

高いので下げるべき
(49件、6%)

4-3粗大ごみの戸別収集
いくらなら利用したいか

５００～６００円
(296件、37%)

３００～４００円
(279件、35%)

利 用 し な い 。 自 分 で 運 ぶ 。
(127件、16%)

4-4搬入料金を検討して
いるがどう感じるか

単純従量制が良い
(519件、64%)

定額制が良い
(143件、18%)

わからない
（133件、17%)

5-1ごみ処理料金の使い
道として妥当なものは？

処理経費や施設整備
(589件、73%)

環境美化や集積所の補助
(126件、16%)

ごみ減量や３Ｒの推進費
(79件、10%)

黄色：５０％以上 、薄緑色：３０％以上 、薄青色：２０％以下 、白色：１０％以下
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自治体名 粗大ごみ 定期収集 粗大ごみ・多量ごみ 有料収集 家庭ごみ許可業者

大分市 なし 【市直営】 軽トラ相当(1,960円)、多くなると3,920円～ ×

別府市 なし 【市直営】 少量 ： 粗大シール(330、660、880円)
【市直営】 多量 ： 2トン車(8,800円)

許可業者あり
（建物内のとき）

中津市 なし 【委託業者】 5点まで ： (220、550、990円)
【許可業者】 6点以上 ： 業者が定めた料金

許可業者あり

日田市 なし 【許可業者】 業者が定めた料金 許可業者あり

佐伯市 佐伯・上浦地域以外 シール100円／枚 【市直営】 軽1,100円、中型2,200円、大型4,400円 ×

臼杵市 なし 【市直営】 2トン車(３,１３０円) ✕

津久見市 なし 【許可業者】 業者が定めた料金 許可業者あり

竹田市 なし 自己搬入のみ 許可業者あり

豊後高田市 なし 【許可業者】 業者が定めた料金 許可業者あり

杵築市 なし 【市直営】 粗大シール(300円) 許可業者あり

宇佐市 年1回拠点回収 無料 個数制限なし 【許可業者】 業者が定めた料金 許可業者あり

豊後大野市 なし 【許可業者】 業者が定めた料金 許可業者あり

由布市 なし 【委託業者】 軽トラ(2,040～3,140円) 許可業者あり

国東市 なし 自己搬入のみ 許可業者あり

宮崎県延岡市 不燃ごみの日に別便回収 シール240円／枚 予約制 ４,７７０円／台 ×

参考資料 「収集形態の比較」
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参考資料「収集体制 メリットデメリットの検討」
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検討項目１ 「収集体制の見直し」 事務局案

見直し案による変更点

① 乾電池・蛍光灯
ＡＢ地区(佐伯区域)では拠点回収の

みであったため、集積所に出すことが
できるよう、全域で定期収集を開始

② 粗大ごみ
市内全域で統一し、集積所まで運ばず

家の近くに出せるよう、地区ごとに収
集日を設定し、予約制での戸別収集を
開始

③ 多量ごみ
「家から運び出すのが困難な人」の

ニーズに応えるため、新たに搬出から
収集運搬まで含めた「訪問収集」の実施
に向け、廃棄物処理法の基準を満たす
業者の認定許可制度を確立

ごみ区分
収集方法

頻 度 備 考
現 行 見直し案

生
活
ご
み

燃える
定期収集

（ABCD委託） 変更なし

１週間に２回 集積所
（指定ごみ袋）４週間に１回燃えない

２週間に１回

集積所

資源(ﾋﾞﾝｶﾝﾍﾟｯﾄ、紙)

①乾電池・
蛍光灯

佐伯以外
定期収集

（ＢＣＤ委託）
定期収集

（ABCD委託）
１週間に２回

佐伯
拠点収集
（市直営）

拠点→集積所へ

小型家電
拠点収集
（市直営）

変更なし １週間に２回 拠点の公共施設

②粗大ごみ 定期収集（ＣＤ） 廃 止 ――― 定期収集を廃止

②少量の粗大（１組まで） な し
戸別収集
（市直営）

４週間に１回
（予約制）

自宅前（ステッカー）

臨
時

③多量ごみ

戸別収集
（市直営）

変更なし 予約制 自宅前（当日現金）

な し
訪問収集

（許可業者）
予約制

屋内からの搬出も可
能（業者設定）
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指定ごみ袋は、排出量に応じた受益者負担として、全国的に制度化されている。
環境省調査では、⼤袋１枚２０〜５０円台の⾃治体が多く、
１Ｌ当たり１円以上になると排出抑制率が⾼くなる。

参考資料 「指定ごみ袋手数料の考え方」

ごみ処理手数料見直しに合わせて、袋の大きさ
も３種類に増やすことも検討すべき。

【見直しイメージ】 中津市同様、１Ｌ当たり１円
・大袋（40Ｌ) ４０円
・中袋（３０Ｌ） ３０円
・小袋（２０Ｌ） ２０円

※ 注意点
値上げだけではなく、減量化の取組と負担軽減の

取組を合わせた対応も検討
(例)
中袋と小袋を推奨とするため、おむつ対象世帯に

一定の無料交付券を送付。
・３歳未満の子供
・要介護者
・出産届や転入届の際など
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主要都市⽐較

大分市 別杵速見広域組合 中津市 日田市 佐伯市 延岡市

佐伯市

参考資料 「家庭の搬入ごみ手数料の考え方」

現在の佐伯市は、定額制と従量制の併
用型となっており、市民アンケートでは、
「排出量に応じた負担とする単純比例型
の従量制にすべき」が多かった。

排出抑制を促す単純従量制の料金水準
が望ましい。
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検討項目
２－１
収集運搬ご
み処理手数
料の見直し

事務局案
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収集運搬の
手数料負担率
（イメージ）

12.30% 3.84% 0% 0% 6.91% 5.39% 5.33%

16.39% 19.20% 0% 0% 20.72% 21.56% 22.64%
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1.74% 20.75% 17.42% 20.75%

検討項目２－２ 搬入ごみ処理手数料の見直し 事務局案
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検討項目２ ごみ処理手数料の見直し（まとめ） 事務局案

区 分 内 容

手数料（税込）

備 考

現 行 見直し案

収
集
運
搬

定期
収集

指定ごみ袋（大） 45Ｌｻｲｽﾞ用 30円／枚 廃 止

指定ごみ袋(大) 40Ｌｻｲｽﾞ用 なし 40円／枚

1Ｌ当たり１円指定ごみ袋(中) 30Ｌｻｲｽﾞ用 なし 3０円／枚

指定ごみ袋(小) ２０Ｌｻｲｽﾞ用 15円／枚 ２０円／枚

戸別
収集

少量粗大ごみ ステッカー なし ５００円／枚 予約制(１組まで)

多量ごみ(小型車) 軽四トラック 1,100円/台 3,300円/台

多量ごみ(中型車) ２ｔショート 2,200円/台 8,800円/台

多量ごみ(大型車) ２ｔロング 4,400円/台 18,700円/台

自
己
搬
入

家庭
燃える、燃えない
粗大
（資源は無料）

定額制 50kgまで50円100kgまで100円 定額部分廃止
単純従量制に変更

従量制 100kgを超えると１０ｋｇ毎１００円加算
10kgまで100円

以降１０ｋｇ毎１００円

事業系
事業系一般廃棄物
(条例で定めるもの)

単純従量制
10kgまで100円

以降１０ｋｇ毎１００円 変更なし
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【進め方】 グループ討論(３０分) → 休憩(10分) → 発表と全体討議(３０分)

大分県南部保健所
衛生課長 前原誠一郎

佐伯市区長会連合会 木 許 フ ジ

佐伯市ＰＴＡ連合会 曽 宮 康 生

佐伯市ＰＴＡ連合会 谷 川 貴 子

佐伯市ＰＴＡ連合会 相 川 良 恵

(一社)大分県産業資源
循環協会
専務理事兼事務局長

森 下 昌 勅

処理事業者
有限会社アサヒ産業 山口清一郎

処理事業者
有限会社広浜環境 広 浜 哲 哉

処理事業者
さくら運輸株式会社 芦 刈 明 美

処理事業者
吉田港運株式会社 杉 原 幸 一

佐伯市区長会連合会
会長 宮 﨑 正 豊

佐伯市環境審議会委員 後 藤 政 子

佐伯市環境審議会委員 山本眞壽美

小売事業者
㈱マルミヤストア 鹿 釜 崇 裕

小売事業者
佐伯市商店街連合会 木 許 里 香

３班 処理業グループ
（司会 森下昌勅）

１班 住民グループ
（司会 前原 誠一郎）

２班 環境・事業グループ
（司会 宮﨑正豊）

（書記：清掃課 坂⼝） （書記：清掃課 ⼭⽥） （書記：清掃課 三浦）

まず、簡単な自己紹介と発表者を決定して
から、グループ討論へ

① 事務局案に対する個人の考え方
② 班としてのまとめ

③ グループ意見の発表
各グルーブごと（４～５分×３班）

④ 全体討議 審議会意見のまとめ
事務局案に対し多数決
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討論項⽬ 事務局の変更案 グループの考え方（まとめ）

1
収集体制

①乾電池・蛍光灯
ＡＢ地区の拠点回収を廃止し、集積所

に出すことができるよう、全域での定
期収集（集積所方式）を開始する。

【賛成・反対・その他】

②少量の粗大ごみ
地区ごとに収集日を設定し、市内全

域で予約制での戸別収集を開始する。
〔定期収集を廃止〕

【賛成・反対・その他】

【多量ごみ】
搬出から収集運搬まで含めた「訪問

収集」の実施に向け、認定許可制度確
立に取り組む。

【賛成・反対・その他】

２-１
収集運搬
ごみ処理
手数料

定期収集を基本とした負担率
【指定ごみ袋】 １Ｌ当たり１円

大袋(40L) 40円
中袋(30L) 30円
小袋(20L) 20円

【少量の粗大ごみ】
１組 ５００円

【多量ごみ】
軽トラック 3,300円
２ｔ 中型 8,800円
２ｔ 大型 18,700円

【賛成・反対・その他】

2-2
搬入ごみ
処理手数
料

一部定額制の家庭ごみを、単純従量
制に変更

【家庭】 １０ｋｇ当たり１００円
【事業系】 １０ｋｇ当たり１００円

【賛成・反対・その他】

３ その他

グループ討論 → まとめ
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

11/11 3/23 7/7 8⽉

1/28 3⽉ 4⽉ 6/21 9⽉ 12⽉

(2) 今後の予定・・・全体スケジュール

原案の
作成

市
民
意
見

たた
き台
作成

最終
案の
作成

最終案
の決定

計画実施に向けた準備
処理
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会(
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回
⽬)
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会(
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明
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理
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の
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Ｒ
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度
〜)

第２次
計画
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市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

計
画
案
の
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リ
ッ
ク
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メ
ン
ト

審
議
会
か
ら
答
申

第２次ごみ処理基本計画と
ごみ処理手数料の改定を
住民へ周知

搬
入
時
間
の
短
縮
条
例
改
正
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議
会
へ
諮
問

議
会(

教
民)

経
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明
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会(
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民)
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明
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